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音響電源の 200V 化に向けて
山下 修（音響部会　音響電源研究会）

吉田 英明（音響部会　音響電源研究会）

音響部会

劇場・ホールにおける音響電源 200V
近年音響機器のユニバーサル電源化が進み、電源電

圧 100 - 240 V 50Hz/60Hz で動作する機器が多くなっ
ている。このような状況から電力を多く消費するパワー
アンプを 200V 駆動することで得られるメリットに着目
し、音響設備においても 200V が採用される傾向がある。

既にいくつかの劇場・ホールでアンプ室を 200V 化し
た事例が報告されている。近年の事例によれば、単相 3
線で構成された 200V がアンプ室に、同じ単相 3 線で
構成された 100V が会場内に使用されていても、動作上
全く問題がないことが証明されている。

一方でアンプ室が 200V になると、おのずから移動用
アンプラックも 200V にしたくなるのが道理である。設
備のスピーカーが 200V 駆動なのに移動用スピーカーが
100V 駆動というのはシステムとしての一貫性がないか
らだ。また、持ち込み音響機器についても 200V の使用
が考えられる。

そうなると早晩、袖の仮設電源盤にどのようなコネク
ターを設備すればよいのかということを議論する必要が
あるだろうという話に至った。

明確なわけ方で安全な運用を

この状況を踏まえて JATET 音響部会（音響電源研究
会）では、電源を安全に運用して頂くため、2023 年末
に「JATET 推奨・200V 音響電源用コンセント」を発行
した（後半に掲載する資料参照）

一番のポイントは法令順守と安全な運用である。
100V 系統の給電・受電コネクターと 200V 系統の給電・
受電コネクターは明確に分かれていなければならない。
そうでなかった場合、まず法令順守の問題が生じる。さ
らに誤接続の可能性が高まることから非常に危険であ
る。舞台袖で誤接続による火災などがおきては、業界全
体の問題となるため絶対に避けなければならない。

今回のセミナーでは JATET 音響部会音響電源研究
会の活動に触れるとともに、2023 年「JATET 推奨・
200V 音響電源用コンセント」の解説をしていきたいと
考える。

JATET 音響部会音響電源研究会の活動：

JATET と公益社団法人日本舞台音響家協会との共同研究会として活動中。
単相 3 線 200V の優位性を技術的に検証する実験会や、将来的なパワーアンプの給電コネクターの検討を目指す
パワーアンプメーカー・輸入代理店との意見交換会などを実施。
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